
9月 までの取り組み

(こ の期間の広報のねらい)

① 法改正後の新しい制度の内容を医療関係者等に適切に周知・広報する。

② 制度が改正されたことについて広く広報する。
③ 新しいカード及びそのその記載方法について周知する。

普及啓発の取 り組みについて

*9月 以降も取 り組む広報内容には、実施期間に「～」を表記した。

(1)一般の方向け
"政府広報として新聞各紙に突き出し広告を掲載 (別 添 1)       <② >

・厚生労働省HPに専用サイ トを開設 (7月 初旬～)(男1添 2)   <① 及び②>
・広報誌「厚生労働」への記事掲載 (21年 12月 、22年 2月 、6月 及び8月 の計4回 )

<①及び②>
口臓器提供意思表示欄が設けられた運転免許証や医療保険被保険者証が順次更新さ

れることから、それにあわせて説明リーフレットの送付を実施。
*運転免許証 :本年 12月 までに各自治体において免許更新時に導入 される。

健康保険及び国民健康保険については順次更新予定。 <②及び③>

(2)医療従事者向け
。医療現場への周知のため、8つの学会に依頼し、機関誌や学会HPに情報掲載

<①>
ヨ改正臓器移植法説明会の開催

(社 )日 本臓器移植ネットワーク主催、全国 3カ 所 :西 日本支部会場 350名 、中日

本支部会場約 180人 、東日本支部会場約 400名 、

参加者は臓器提供施設の医療従事者、都道府県コーディネーター <①>

(3)行政機関向け
`臓器移植対策担当者会議の開催

都道府県、指定都市、中核市の担当者及び都道府県コーディネーターに対する説

明会、参加者数約 150名                        <① >

(4)その他
・政府広報による視覚障害者向け資料=音声広報 CD「明日への声」に 6分 1200

字程度で「改正臓器移植法への取り組み」を紹介。
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5000部 を全国視覚障害者情報提供施設協会、日本盲人連合、全国盲人老人福祉施設連絡協議会、盲学校高等部、

図書館、地方公共団体等に配布

マスコミ関係者への説明会 (参加者数約 40名 )

関係団体等への説明の実施。((財 )日 本アイバンク協会など)

新 しい臓器提供意思表示カー ド、 リーフレッ ト等の配布 (資料 3)

者5道府県
く①>
<①>
<① >
<③ >

10月 における取 り組み

(こ の期間の広報のねらい)

① 臓器移植普及推進月間として、臓器移植に対する国民の一層の理解を得る。

日その際、「新 しい制度の普及 コ啓発」についても念頭において取り組む。

・可能であれば厚生労働省や (社 )日 本臓器移植ネットワークのホームページ等の

詳細情報に案内する。

② 各種イベントを通じた啓発普及及びマスコミ等への周知       ‐

(1)イ ンターネッ ト、ラジオ番組など多様媒体による広報

○インターネッ ト関係
口政府広報インターネッ トテ レビ「徳光 &木佐の知 りたいニッポン !」 (別 添 3)

10月 14日 ～掲載予定、20分番組、ゲス トを招き、各種の話題や取 り組みをわか りやす く紹介する。

・政府公報オンライン「お役立ち情報」 (別 添 4)

国の行政施策の中から、暮 らしにかかわ りの深いテーマ、暮 らしに役立つ情報を毎

月 4本程度掲出 しわか りやす く解説する。

9月 29日 ～約 1年間掲載予定、約 1ケ 月間 トップページのタイ トルに掲載。

・政府広報モバイル携帯端末 (別 添 5)

携帯端末用の無料ニュースサイ ト「The news」 の トップページに約 80文
字の文字広告を掲出する。広報テーマは 1週間毎に変更。

・政府広報イジターネッ トバーナー広告 (別 添 6)

「Yahoo!Japanニ ュースネットワークプライムスプレイ」にバナー広告を掲出し、

リンクにより関連サイ トに誘導する。

0政府広報ラジオ番組「中山秀征のジヤパリズム」(別 添7)

・政府の重要施策について、ゲス トの解説と中山秀征氏とのトークによりわかりや

すく説明する。
10月 22日 、16:30～ 16:55オ ンエア、25分番組、丁OKYO FM(」 FN系全国 15局 ネット)

○政府広報 として、新聞各紙に突き出 し広告を掲載

(対象紙、掲載期間などは未定。)

O広報誌「厚生労働」への記事掲載 (22年 10月 予定 )

(2)イ ベン ト、行事などの開催関連による取 り組み (別 添 8)



臓器移植推進国民大会の開催

開催を通 じての啓発活動の実施 (主催 :厚生労働省、熊本県、 (社 )日 本臓器移植

ネットワーク、(財)日 本腎臓財団)

関係団体による開催イベントヘの後援、出席等

○厚生労働省ホームページや政府広報等各種広報の機会を通 じて、意思表示カー ド、

運転免許証等の裏面に設けられた意思表示欄の記入方法に関する広報を推進する。

(厚生労働省ホームページについては掲載内容の見直 しを行 う。)

○中学生、その保護者及び教育関係者に対 してパンフレットを作成・配布 (12月 中)

○臓器移植普及推進月間のイベン トのフォローアップ

“各都道府県におけるイベン トなどの取 り組み状況の把握
・国民大会でのアンケー ト実施及び結果の集計分析

11月 以降の取 り組み

(こ の期間の広報のねらい)

① 臓器移植に関する理解を深めていただき正しく意思表示を行う方法に関する啓発・

普及に取り組む。

② 臓器移植普及推進月間のイベン トのフォローアップ



別 添 司

新聞突き出し広告

日平成22年7月 掲載

卜改正臓器移植法施行

7月 17日 から臓器移植法が変わります
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7月 13日 読売新聞、北海道新聞、東京・中日新聞、西日本新聞

7月 14日 産経新聞

7月 15日 毎日新聞

7月 16日 室蘭民報、卸1罹書新聞、十勝毎日新聞、苫小牧民報、東奥日報、陸奥新報、デーリー東北、秋田魁新報、岩

手日報、岩手日日、山形新聞、河北新報、福島民報、福島民友、米澤新聞、北羽新報、荘内日報、上毛新

聞、茨城新聞、下野新聞、千葉日報、神奈川新聞、埼玉新聞、常陽新聞、新潟日報、北日本新聞、北國富

山新聞、福井新聞、日刊県民福井、信濃毎日新聞、長野日報、山梨日日新聞、静岡新聞、岐阜新聞、東愛

知新聞、南1言州新聞、奈良新聞、京都新聞、神戸新聞、伊勢新聞、紀伊民報、山陽新聞、中国新聞、日本

海新聞、山陰中央新報、山□新聞、四国新聞、愛媛新聞、徳島新聞、高矢□新聞、同山日日新聞、島根日日

新聞、宇部日報、佐賀新聞、長崎新聞、人分合同新聞、熊本日ピ新聞、宮崎日日新聞、南日本新聞、1荒球

新報、沖縄タイムス、南海日日新聞、八重山毎日新聞、宮古毎日新聞

7月 17日 朝日新聞

7月 18日 日本経済新聞



口ＮＭ日隕鰺
糎

．
刑ヽ駆饗鸞躍埋」玲―てく―讐無璽釈刑Ⅷ





臓器移植について

以下のベージは O士月 本眠墨移植ネットワークのホームベージにリンクします。
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臓器提供の 意思表示について

以下のベージは、ぐ士月本lt器 移植ネットワークのホームベージにリンクします。
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以下のベージは Ct涸 本隣器移植ネットワークのホームベージにリンクします。
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政府インターネットテレビ「徳光&木佐い知りたいニッポン Ｉ
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政府広報オンライン

,週のIII府 広報  各閥省情報  お役立ち記事 お役立ち動画 イベント傷長
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男J添 4

政府広報オンライン 「お役立ち記事」(秒 )

お役立ちlll」 画 (日 ash) お役立ち動画(Vid80)

平成22年9月 掲載

家 族 と一 緒 に話 してみ よう。臓 器 移 植 のこと。

あなたは自分が病気や事故で最期を迎えたとき、自分の臓器を提供するかどうかを決めていますか。その意思は、「臓器提供意思表示カード」に言己入しておくことで伝えることができます。臓器

移植法の改正で、本人の意思が不明な場合は、家族の承諾があれば臓器提供できるようになりました。臓器提供を行うためには、家族の同意が必要です。あなたの意思が尊重されるために、

家族と一緒に臓器移植について話してみませんか。

1臓 器移植 に不可欠なドナーの存在

臓器移植とま、病気や事故などで、心臓や肝臓などの臓器が機能しなくなった人に、ほかの人の健康な臓器を移植して、機能を回復させる医療です。臓器移植を行うためには、臓器を提供して

くれるドナーの存在が必要不可欠です。

臓器移植が可能な臓器は、心臓、肺、肝臓、膵臓、腎臓、小腸、眼球 (角 膜)ですが、健康な家族などから臓器の部分提供ができる腎臓や肝臆などを除いては、生きている人間が臓器を提供す

ることはできません。臓器移植のための臓器は、亡くなった人たちにドナーとなってもらい、提供してもらうことが必要です。

そこで、臓器移植を必要とする人たちと、自分の死後、臓器提供する意思のある人たちとをつなぎ、より多くの人たちに臆器移植の機会を広げるため、「臓器移植法」が平成9年に施行されまし

た。臓器移植法の大きな特徴は、本人の生前の意思に基づいて、心停止後の臓器提供だけでなく、脳死からの臓器提供も可能になったことです。心停止後の臓器提供では、提供できる臓器

は、腎臓、膵臓、眼球の3つに限られます。しかし、脳死からの臓器提供では、人工呼吸器などによって臓器の血流や呼吸が保たれているため、心臓や肝臓、肺などの臓器も提供することができ

ます。脳死からの臓器提供が可能になったことで、心f亭止後ではできなかった臓器の提供も可能になり、より多くの人の命を救うことができるようこなったのです。

脳死後に提供できる臓器 心臓、肺、肝臓、牌臓、腎臓、小腸、眼球(角 膜)

心停止後に提供できる臓器 腎臓、月率臓、眼球 (角膜)
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モバイル携帯端末用広告

【備 考 】
本文の文字下罫策笛所は書きURし にリンクします。
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臓器移植は善意の提供
があって成り立つ医療
です。意思表示は、イン

ターネット又は携帯サイ
トからも登i景できます
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身近な経済トビックから、環境問題、防〕巳、危機管理まで、生活の様々な話題について、毎週担当省庁が選んだブロフェ、ンシヨナ

Jレが登場。中山秀征が生活と密着したトークを繰り広 |ずます。

パーソナリティー 中山 秀征
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平成22年 9月 29日

照会先

健康局臓器移植対策室

(担 当・内線)佐藤、鈴木 (2365)
(電話代表)03(5253)1111
(1貞遅:)  03(3595)2256

平成 22年度臓器移植普及推進月間について

毎年 10月 は「臓器移植普及推進月間」として、臓器移植の一層の定着 口推進

を図るため、広く国民に対して臓器移植の現状を訴えるとともに、移植医療に対

する理解と協力のための普及啓発を行つております。本年度は下記により行いま

すので、お知らせいたします。

昌己

1趣 旨

臓器移植は、臓器の機能が低下 し、移植でしか治 らない人に、臓器 を移植 し、健

康を回復 しようとする医療で、臓器提供者はもとより、広 く社会の理解と支援があ

つて成 り立つ医療です。

「臓器の移植に関する法律」は、このような移植医療の適正な実施に資すること

を目的として、平成 9年 10月 に施行され、脳死下及び心臓が停止 した死後におけ

る臓器移植が逐次行われてきたが、移植の機会を待つている患者数に比べ圧倒的に

臓器提供数が少ない状況となっています。

このよ うな状況の中、昨年 7月 に改正 された「臓器の移植に関す る法律」が

今年 7月 17日 に施行され、本人の臓器提供意思が不明な場合でも家族の書面

による承諾で臓器提供が可能 とな り、 15歳未満での臓器提供の途 も開かれた

ところです。

また、国及び地方公共団体は、移植医療に関す る啓発及び知識の普及に必要

な施策を講ずるものとするとの規定が設けられ、一層の普及啓発の取組が求め

られるところです。このため、今年度においても、厚生労働省・各都道府県等の主

催により「臓器移植普及推進月間」を設け、広 く国民に対 して、臓器移植の現状を

訴えるとともに、臓器移植に対する理解と協力のための普及啓発を行 うものです。



2 主 催

厚生労働省、各都道府県、 (社 )日 本医師会、 (社 )日 本臓器移植ネットワーク、

(財)日本腎臓財団、 (社 )日本透析医会

3後 援

文部科学省、日本放送協会、 (社 )日本民間放送連盟、 (社)日本新聞協会

(社)ACジ ャパン、 (財)健康 口体力づくり事業財団、 (社 )日 本看護協会

(社 )全国腎臓病協議会、 (社 )日 本腎臓学会、 (社 )日 本透析医学会

日本移植学会、 (財 )日 本アイバンク協会、NPO法 人日本移植者協議会

4 実施期間

平成 22年 10月 1日 (金 )か ら同月 31日 (日 )まで

5 重点目標

(1)臓器不全の根治療法である臓器移植について、国民の理解を深めるとともに、

できるだけ多くの人々が、臓器提供意思表示カー ド及び臓器提供意思表示シー

ル等を所持 し、臓器提供に関する意思表示がなされるよう協力を呼びかける。

(2)国民への啓発とあわせて、各地域においては、関係機関の協力により臓器移

植体制の整備・強化を図る。

(3)健全な日常生活を営むために臓器不全予防の重要性を国民に認識 してもらう。

6 推進月間の標語

「いのちへの優 しさとおもいや り」

上記の他、関係団体において適宜定めるものとする。

7 実施行事等

(1)臓器移植普及推進月間の周知

臓器移植普及推進月間を国民一般に周知させるため、ポスター、パンフレッ ト

等を作成し、関係団体などに配布する。

(2)大会の開催等

ア.臓器移植を推進するための全国民に向けた大会を開催する。

イ.各地域において、月間の趣旨に沿つた集会、講演会などを実施する。    .
(3)報道関係との連携

テ レビ、ラジオ、新聞等報道機関の協力を得るとともに、都道府県広報紙、

関係団体の機関紙の活用を図 り、臓器移植推進に関する広報を実施する。



[参 考 ]

臓器移植普及推進月間等において厚生労働省が主催等をしている行事

○ 第 12回臓器移植推進国民大会

期  日  平成 22年 10月 3日 (日 )

会  場  熊本テルサ (熊本市水前寺公園 28-51)
主  催  厚生労働省、熊本県、 (社)日 本臓器移植ネッ トワーク、

(財)日 本腎臓財団

○ 第 19回全国移植者スポーツ大会

期  日  平成 22年 10月 9日 (土 )～平成 22年 10月 10日 (日 )

会  場  沖縄県北谷公園 (沖縄県中頭郡北谷町美浜 1-4-7)
主  催  NPO法 人 日本移植者スポーツ協会

共  催  沖縄県北谷町、NPO法 人 日本移植者協議会、 (財 )日 本腎臓財団、

(公財)大阪腎臓バンク、NPO法 人全国骨髄バンク推進連絡協議会、

沖縄県腎臓病協議会

後  援  厚生労働省 他

○ 第 13回 ドナーファミリーの集い・ランフォー ビジョン

期  日  平成 22年 10月 10日 (日 )

会  場   ドナーファミリーの集い・ “KDDIホ ール (千代田区大手町 1-8-1)
ランフォービジョン ロロ千鳥が淵公園、皇居周回コース

主  催  東京歯科大学市川総合病院 角膜センター・アイバンク

共  催  慶大眼球銀行、 (財 )静岡県アイバンク、 (財 )北海道アイバンク、

(財 )山形県アイバンク、 (財)兵庫アイバンク、読売アイバンク

(財 )熊本県角膜・腎臓バンク協会、一般社団法人日本スキンバン

クネットワーク

後  援  厚生労働省 他

○ 国際漫画シンポジウム展

期  日  平成 22年 10月 13日 (水 )～平成 22年 10月 17日 (日 )

会  場  鹿児島県歴史資料センター黎明館 (鹿児島市城山町 7-2)
主  催  NPO法 人日本移植者協議会、鹿児島県移植者の会

後  援  厚生労働省 他

0 2010グ リーンリボン・ランニング・フェスティバル   、

期  日  平成 22年 10月 24日 (日 )

会  場  国立競技場および神宮外苑

主  催  NPO法 人日本移植者協議会、 (社 )東京陸上競技協会、

東京新聞・東京中日スポーツ

後  援  厚生労働省 他




